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第５号　平成21年1月18日(日)
横浜市地域まちづくりグループ　ぐるっと緑道・遊歩道研究会　発行

第２回シンポジウムのお誘い

安全・安心なまちづくりをめざして　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
旧ヤマダ電気と横浜トヨペットの間の車道と遊歩道（マルエツ、フィットケアディポ前）に関しての調査発表を中心にシンポジウムを下記のとおり行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆◆第2回シンポジウム　開催のお知らせ◆◆　　　
日　時：平成２１年２月１５日（日）午後２時～4時　    
場　所：中川西地区センター　２階　第1・第２会議室　  
主　催：ぐるっと緑道遊歩道研究会　　後　援：　横浜市都市整備局　　都筑区役所
参加者：　地域計画研究所　まちづくりコーディネーター　　　　内海　　宏　　氏

武蔵工業大学　環境情報学部准教授　　　　          室田　　昌子　氏　

中川駅前商業地区振興会会長　　　　　          　　大久保　信正　氏

横浜市：都筑土木事務所, 都筑区区政推進課, 都市整備局地域まちづくり課

内　容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．活動報告　（今までのまとめ）　・・・・・・・・　　　　研究会　塩入　広中　副会長
２．武蔵工業大学　室田　研究室　研究生による発表

　・安心カラーベルトの効果　（Ａ地区）・・・・・・・・・　牛場 拓哉 さん・小松 巧弥 さん

　・自転車歩行者専用道路の自転車利用　(Ｂ地区)・・・・・　中村　淳 さん

　・歩行環境からみた歩行者の安全性について・（Ｂ地区）と都筑ふれあいの丘・沢畑 裕太郎　さん

３．利用者からみた安全性
・学童からの視点　　・・・・・・・・・・・・・・・　　　　小学校　保護者　様

・車椅子利用者からの視点　　　・・・・・・・・・・　　　　車椅子利用者  　様

・ビルオーナー側からの歩行者空間とは　・・・・・・・・・　ビルオーナー　　様

・その他

４．ぐるっと緑道・遊歩道研究会の活動を振り返って　

　　　　　　　・　コーディネーターからの活動総括　・・・・　内海 　宏 　　氏

５．今後の活動方針　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　研究会　吉野　歌代子　副会長
　　　　　　　　　　　
旧ヤマダ電気と横浜トヨペットの間の車道について（参考：今までに検討した当面の改善案要旨〉
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〔対策の実施経過と今後の予定〕　　　　　　　　　
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〔　今後の活動展開　〕　　　　　　　　　　　　　　
○関係団体との歩行者空間拡幅協力の協議を続けます。地域のみなさまのご支援をお願いします。

○室田研究室による交通調査　歩行者、自転車専用道路の調査結果を踏まえ　安全・安心の確保の
検討と関係団体への働きかけを行います。
○中川駅前センターの「街づくり協定」との関わりについての検討を進めます。
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車が１車線走行である時歩行者は安全です　　　　　　車のすれ違い時は～車がカラー歩道に侵入します








乳母車に車が２台も迫ります











第１ステップ　


・８月18日（月）に横浜トヨペット側路肩に


1.5ｍ反対側に0.3ｍの白線がひかれました。
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（２）第２ステップ


・１０月28日（火）に白線内側のカラー化工事が行われました。工事発注：都筑土木事務所　


・11月1日（土）には武蔵工業大学室田研究室


による再度の交通調査、アンケート調査も実施


されました。
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カラー歩道に立ち止まって展示車をじっくり眺める


歩行者が現れました～展示車見学通路としての役割～





（３）第３ステップ


・歩道のカラー化後の交通調査、アンケート調査


の結果も踏まえ、今後の活動の目標の設定


・横浜トヨペット側の歩行者空間拡幅についての


協議の継続
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